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 準備書記載事項の修正の概要 

準備書についての経済産業大臣の勧告（令和 2年 3月 2日 20190613保第 44号）、環境大臣の意見及

び福島県知事の意見を踏まえ、準備書の記載内容の見直しを行い、その記載事項を修正した。 

修正の概要は、表 13-1(1)～(4)のとおりである。 

 

表 13-1(1) 準備書記載事項の修正の概要 

項 目 
評価書 
記載箇所 

修正内容 修正の理由 

全般 第 2 章、第 8

章、第 10 章 

事業計画の見直しを実施し、風力発

電機の配置及び機種を変更した。変

更内容を記載すると共に、変更に伴

い、新たな事業計画の内容に基づき

各選定項目の予測評価を見直したう

え、その内容を記載した。 

事業計画の変更によ

る。 

第 1 章 事業者の名称、代表者の氏

名及び主たる事務所の所在地 

1-1 事業承継の経緯（年月日）を変更し

た。 

より適切な記載とし

た。 

第 2 章 対象事業の目的及び内容 

2.2 対象事業の内容 

2.2-1～39 風力発電機の配置及び機種の変更等

により、記載内容を変更した。 

事業計画の変更によ

る。 

2.2.4 対象事業実施区域 2.2-1 対象事業実施区域は帰還困難区域に

位置することを追記した。 

より適切な記載とし

た。 

2.2-4 衛星写真の撮影年を追記した。 より適切な記載とし

た。 

2.2.6 特定対象事業の主要設配置

計画その他の土地の利用に関する

事項 

2. 主要な工事の方法及び規模 

2.2-6 改変区域面積及び緑化面積を修正し

た。 

事業計画の変更によ

る。 

2.2.7 工事の実施に係る工法、期

間及び工程計画に関する事項 

2. 主要な工事の方法及び規模 

2.2-8 工事期間を変更した。 事業計画の変更によ

る。 

2.2-10～13 改変区域図を変更した。 事業計画の変更によ

る。 

2.2-14～16 

 

道路縦断図を追記した。 より適切な記載とし

た。 

2.2-17 緑化面積を変更した。 事業計画の変更によ

る。 

5. 工事用資材等の運搬の方法及

び規模 

2.2-21 工事関係車両の主要な走行ルート図

に大型部品の積替場所を追記した。 

より適切な記載とし

た。 

2.2-22 始点も含めた広域の工事関係車両の

主要な走行ルート図を追加した。 

より適切な記載とし

た。 

6. 土地使用面積 2.2-23 工事中及び供用後の使用面積を変更

した。 

事業計画の変更によ

る。 

2.2.8 切土、盛土その他の土地の

造成に関する事項 

2. 切土、盛土に関する事項 

2.2-27 計画土量を変更した。 事業計画の変更によ

る。 

2.2-27 残土処理場の縦断図を記載した。 より適切な記載とし

た。 

3. 樹木伐採の場所及び規模 2.2-28 樹木の伐採規模を追記した。 より適切な記載とし

た。 

2.2.10 供用開始後の定常状態に

おける操業規模に関する事項 

1. 発電所の主要設備の概要 

2.2-29 風力発電機の概要を修正した。 事業計画の変更によ

る。 

2.2-30 風力発電機の外形図を変更した。 事業計画の変更によ

る。 

2.2-32～34 騒音、振動に関する事項を変更した。 事業計画の変更によ

る。 

2. 主要な建物等 2.2-35～36 系統連携の状況を追記した。 より適切な記載とし

た。 

2.2.11 その他の事項 

1. 温室効果ガス 

2.2-37 本事業による二酸化炭素の削減効果

を記載した。 

福島県知事の意見を

踏まえ、二酸化炭素

の削減効果を記載し

た。 
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表 13-1(2) 準備書記載事項の修正の概要 

項 目 
評価書 

記載箇所 
修正内容 修正の理由 

第 3 章 対象事業実施区域及びそ

の周囲の概況 

3.1-1 

～3.2-57 

誤記の修正および評価書作成時点で

の最新データへの更新を行った。 

より適切な記載とし

た。 

3.1.5 動植物の生息又は生育、植

生及び生態系の状況 

1. 動物の生息の状況 

3.1-48 重要な自然環境まとまりの場の図に

山地自然林を追加した。 

より適切な記載とし

た。 

3.1.7 一般環境中の放射性物質の

状況 

3.1-57 図に航空機モニタリングによる空間

線量の測定結果を追記した。 

より適切な記載とし

た。 

3.2 社会的状況 

3.2.5 学校、病院その他の環境の

保全についての配慮が特に必要

な施設の配置の状況及び住宅の

配置の概況 

3.2-15 周辺住居ごとの居住状況や帰還の方

向性等の情報をヒアリングのうえ、

その結果を図へ反映した。 

経済産業大臣の勧告

を踏まえ、周辺住居

ごとの居住状況や帰

還の方向性等の情報

を反映した。 

3.2.8 環境の保全を目的とする法

令等により指定された地域その他

の対象及び当該対象に係る規制の

内容その他の環境の保全に関する

施策の内容 

3. 放射性物質に関する法令等 

3.2-55 除染特別地域の指定基準に関する内

容を追記した。 

より適切な記載とし

た。 

第 8 章 環境影響評価の項目並び
に調査、予測及び評価の手法 
8.1 環境影響評価項目の選定 

8.1.1 環境影響評価の項目 

8.1-2 「第 8.1-2 表 主な地域特性」につ

いて、評価書作成時点での最新デー

タへの更新を行った。 

内容を見直した。 

8.2.2 調査、予測及び評価の手法 8.2-10、14、

21、23、25、

29 

準備書において予測地点としていた

「環境 1」については、最新の居住状

況や帰還の方向性等の情報を踏まえ

参考地点とし、新たに予測地点とし

て「新環境 1」を追加した。 

経済産業大臣の勧告

を踏まえ、周辺住居

ごとの居住状況や帰

還の方向性等の情報

を反映した。 

8.2-15 気象及び大気質調査地点の設定根拠

を修正した。 

より適切な記載とし

た。 

8.2-22、23、

35 

風況観測に関する内容を追記した。 より適切な記載とし

た。 

8.2-23 騒音レベルの予測手法について、よ

り具体的に記載した。 

より適切な記載とし

た。 

8.2-24 G 特性音圧レベル及び 1/3 オクター

ブバンド音圧レベルの予測手法につ

いて、より具体的に記載した。 

より適切な記載とし

た。 

8.2-28 騒音、超低周波音及び振動調査地点

の設定根拠を修正した。 

より適切な記載とし

た。 

8.2-36 ドイツの指針値を追記した。 より適切な記載とし

た。 

8.2-39 電波障害の調査位置図を追加した。 より適切な記載とし

た。 

8.2-44 音声モニタリング調査についての設

定根拠を追記した。 

より適切な記載とし

た。 

第 10 章 環境影響評価の結果 
10.1 調査の結果の概要並びに予
測及び評価の結果 
10.1.1 大気環境 
1. 大気質（窒素酸化物） 
(2) 予測及び評価の結果 

10.1.1-33 

～35 

予測地点の変更に伴い、予測及び評

価結果を修正した。 

内容を見直した。 

2. 大気質（粉じん等） 
(2) 予測及び評価の結果 

10.1.1-47 予測条件を変更した。 内容を見直した。 

10.1.1-48 

～49 

予測条件及び予測地点の変更に伴

い、予測及び評価結果を修正した。 

内容を見直した。 
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表 13-1(3) 準備書記載事項の修正の概要 

項 目 
評価書 

記載箇所 
修正内容 修正の理由 

3. 騒音 

(1) 調査結果の概要 

10.1.1-57 調査期間として、春季及び秋季を選定

した理由を追記した。 

より適切な記載とし

た。 

(2) 予測及び評価の結果 10.1.1-71 

～97 

風力発電機の配置、機種及び予測地点

の変更に伴い、予測及び評価結果を修

正した。 

事業計画の変更によ

る。 

10.1.1-74 環境保全措置の内容を修正した。 より適切な記載とし

た。 

10.1.1-85 

～86 

指針値、残留騒音及び騒音レベルの関

係を整理したグラフを追加した。 

より適切な記載とし

た。 

10.1.1-90 

～92 

ハブ高さ風速、残留騒音及び風力発電

施設からの寄与値の関係図を追記し

た。 

より適切な記載とし

た。 

4. 低周波音（超低周波音（周波数
20Hz 以下の音波）を含む。） 

(2) 予測及び評価の結果 

10.1.1-105 

～129 

風力発電機の配置、機種及び予測地点

の変更に伴い、予測及び評価結果を修

正した。 

事業計画の変更によ

る。 

10.1.1-105 環境保全措置を追記した。 内容を見直した。 

10.1.2 水環境 

1. 水質（水の濁り） 

(1) 調査結果の概要 

10.1.2-6 沈降特性係数を修正した。 内容を見直した。 

(2) 予測及び評価の結果 10.1.2-7 環境保全措置を追記した。 内容を見直した。 

10.1.2-16 最新の情報をもとに降雨条件を変更

した。 

内容を見直した。 

10.1.2-16 

～17 

降雨条件の変更伴い、予測結果を修正

した。 

内容を見直した。 

10.1.3 その他の環境 

1. 風車の影 

(2) 予測及び評価の結果 

10.1.3-7 

～8 

実気象条件を考慮した場合の風車の

影について、予測及び評価結果を記載

した。 

内容を見直した。 

10.1.3-8 

～23 

風力発電機の配置、機種及び予測地点

の変更に伴い、予測及び評価結果を修

正した。 

事業計画の変更によ

る。 

10.1.4 動物 
 

10.1.4-1 

～214 

最新の諸元及びデータにあわせて内

容の更新をした。 

事業計画の変更によ

る。 
1. 重要な種及び注目すべき生息
地（海域に生息するものを除く） 
（1）調査概要 

10.1.4-6 音声モニタリング調査についての設

定根拠を追記した。 

より適切な記載とし

た。 

10.1.4-13 

～32 

コウモリ類の周波数帯の区分につい

て表現を修正した。 

より適切な記載とし

た。 

10.1.4-36 鳥類録音調査についての地点設定根

拠及び調査期間を追記した。 

より適切な記載とし

た。 

10.1.4-41 

～42 

ラインセンサス法による調査につい

てとりまとめを見直しした。 

内容を見直した。 

10.1.4-57 

～58 

調査名称を修正した。 より適切な記載とし

た。 

（2）予測及び評価の結果 10.1.4-142 、

144 

予測内容の見直しを行った。 より適切な記載とし

た。 
10.1.5 植物 10.1.5-1 

～45 

最新の諸元及びデータにあわせて内

容の更新をした。 

内容を見直した。 

1. 重要な種及び重要な群落（海域
に生息するものを除く。） 

(2) 予測及び評価の結果 

10.1.5-33 林縁効果に対する考察を追記した。 福島県知事の意見及

び経済産業大臣の勧

告を踏まえ追記した。 
10.1.6 生態系 10.1.6-1 

～78 

最新の諸元及びデータにあわせて内

容の更新をした。 

内容を見直した。 

10.1.6 生態系 
1 地域を特徴づける生態系 

(1)調査結果の概要 

10.1.6-61 文章の記載を修正した。 より適切な記載とし

た。 
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表 13-1(4) 準備書記載事項の修正の概要 

項 目 
評価書 

記載箇所 
修正内容 修正の理由 

10.1.7 景観 

1. 主要な眺望点及び景観資源並

びに主要な眺望景観 

(2) 予測及び評価の結果 

10.1.7-8 

～28 

風力発電機の配置及び機種の変更に

伴い、予測及び評価結果を修正した。 

事業計画の変更によ

る。 

10.1.7-9、11、

13、15 

フォトモンタージュ写真を青空加工

した。 

より適切な記載とし

た。 

10.1.8 人と自然との触れ合いの活
動の場 
1.主要な人と自然との触れ合いの
活動の場 

(1)調査結果の概要 

10.1.8-3 地点位置に関する記載を修正した。 より適切な記載とし

た。 

10.1.9 廃棄物等 
1.産業廃棄物及び残土 

(1)予測及び評価の結果 

10.1.9-1 指定廃棄物は「指定廃棄物関係ガイド

ライン」（環境省、平成 25 年 3 月）に

基づいて、適切に保管するすることを

記載した。 

福島県知事の意見を

踏まえ、指定廃棄物の

保管に関する内容を

記載した。 

10.1.9-2 工事に伴い発生する土量を修正した。 事業計画の変更によ

る。 

10.1.10 放射線の量 

1. 放射線の量（粉じん等の発生に

伴うもの） 

(2) 予測及び評価の結果 

10.1.10-13、

15 

環境保全措置の内容を修正した。 より適切な記載とし

た。 

2. 放射線の量（水の濁りの発生に

伴うもの） 

(1) 調査結果の概要 

10.1.10-17、

18 

検出されたセシウムの内訳を追記し

た。 

より適切な記載とし

た。 

(2) 予測及び評価の結果 10.1.10-24 環境保全措置の内容を修正した。 より適切な記載とし

た。 

3. 放射線の量（産業廃棄物の発生

に伴うもの及び残土の発生に伴う

もの） 

(1) 予測及び評価の結果 

10.1.10-28 工事に伴い発生する土量を修正した。 事業計画の変更によ

る。 

10.2 環境の保全のための措置 

10.2.4 環境監視計画 

10.2.-34 風力発電機周辺における改変後の林

縁部の状況について環境監視計画を

追記した。 

内容を見直した。 

10.3 事後調査 

10.3.1 事後調査 

 

10.3-2 調査期間として、晩秋を想定している

ことを追記した。 

より適切な記載とし

た。 

10.3-2 ノスリの生息状況に関する調査につ

いて追記した。 

内容を見直した。 

10.3-3 調査頻度の見直しを行った。 内容を見直した。 

参考資料 資料 12～22 ラインセンサス法による調査につい

てとりまとめを見直しした。 

より適切な記載とし

た。 

資料-39 「表９ 希少猛禽類確認状況（サシ

バ）」の内容を修正した。 

より適切な記載とし

た。  
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